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（1974年金属工学科卒）   

             

ははじじめめにに  

会員の皆様におかれましては、ご健勝にお過ごしの事とお慶び申し

上げます。今期の冬は全般的には暖冬であったものの、地域によって

は歴史的な積雪になり、大変なご苦労をされたと思います。 

正月明けからのトランプショックはベネズエラだけにとどまらず、イ

ランへの空爆を開始しました。これに対しイランの報復が行われ、ホ

ルムズ海峡をタンカーが通過できなくなってしまい、原油不足になる

懸念から燃料価格が暴騰し、世界経済へ大きな影響が出ています。

このあいさつ文を書いている最中には、備蓄原油の放出が始まり、近

くのスタンドではレギュラー155 円の看板が出ていました。短期間で

35 円もの上下は初めての経験です。早く正常な経済活動が復活する

ように願っています。                                   

 

同同窓窓会会総総会会・・講講演演会会・・交交流流会会ににつついいてて 

今年の総会・講演会・懇親会は、６月１４日（日曜日）の午後１時から横浜駅東口にある崎陽軒本店で開

催予定です。総会にはご来賓として、梅原学長、竹村工学研究院長、濱上理工学部長をお呼びします。

総会後は講演会を予定しており、今年は磁性ナノ粒子のバイオ医療応用の研究で著名な理工学研究院

長の竹村泰司先生からのご講演と、卒業生で二十絃箏の奏者で作曲家の中垣雅葉氏（1993 年建築学科

卒業）から、伝統と革新の文芸を含めた貴重な２件の講演をいただきます。 詳細は同封のパンフレットを

ご覧ください。 講演会の後は着席で本格中華料理をお楽しみいただきながら、現役学生とも交流をお楽

しみ頂きます。大勢の会員の参加をお待ちしております。 

 

名名教教就就美美会会のの活活動動  

５月と１０月には新入学生会員向けの横浜港ナイトクルーズが予定されています。卒業生向けのブラシ

ュアップ研修会と懇親会を対面で年間２-３回実施予定です。就職予定の院生・学部生を対象にした OB・

OG 懇談会は年々開催時期が早まり、昨今はインターンシップの案内が５月から開始になる予定です。従

来通りのリクルート支援も秋に実施する予定です。 

例年横国 Day ではその年に選ばれたプライド卒業生の表彰式があり、SUMCO の橋本眞幸氏が表彰さ

れます。名教就美会からは、日産の櫻井眞一郎氏、コマツ山本房生氏、学生歌作曲の大根田とおる氏、

いすゞの荒牧寅雄氏についで５人目になります。 

またロボコンや学生フォーミュラ活動等のモノ作りに対して支援をしています。これらの活動は同窓会ホ

ームページに記載されています。 

URL はこちらです。    https://meikyoshubi.com  

  

同同窓窓会会会会費費納納入入のの御御願願いい  

本同窓会は国立横浜高等工業学校第１期生から（その後国立横浜工業専門学校に変更） 第29期ま

での卒業生、その後1949年～1958年横浜国立大学工学部機械工学科、1958年～1989年機械工学科と金属

工学科、1989年～2014年生産工学科、2015年～機械工学・材料工学科、2023年～機械EP・材料EPの卒業

生が会員になっており、名教就美会として物故者を除いて11000人余の会員名簿を管理しております。ただ、

転勤・転居などで住所が不明になる方があり、連絡がつく会員は7000人余に留まります。この対策に、連絡を

とるための手段 としてメールアドレス入手やホームページでの双方向情報発信に力をいれております。幸い

ホームページから住所変更などの依頼は年間100人以上に増えており、定着してきていると思われます。 



2018年以降新入学生からの同窓会入会金（卒業後終身会員）徴収開始やリクルート支援の有料化など同窓

会の収支改善に努めております。また会費を毎年納入するわずらわしさを避けられる終身会員制度を2016年

から導入しております。おかげさまで毎年終身会員数は増えており、約２５００人に達しています。今後も会員の

皆様におかれましては終身会員への切り替え、終身会員の皆様には維持会費（千円単位で任意）納入をよろし

くお願いいたします。 

  

おおわわりりにに  

教育文化ホール入り口付近に学生歌「みはるかす」の歌碑が友松会１５０年事業として設置されました

ので、その写真を載せておきます。 

 

「みはるかす」は皆様ご承知の通り公募により採用されたもので、学芸学部３５年卒の鶴若（加藤）様が作

詞されたものに、機械工学科３７年卒の大根田とおる様（故人）が作曲されました。歌いだしの「みは～る

かす、青海原に」は当時山手の丘にあった立野校舎から見えた本牧の海だったそうです。                  

 本書を執筆している最中に SANAA 代表妹島和世氏と本学建築学科の西沢立衛教授が連名で日本芸

術院賞・恩賜賞に選ばれるという新聞報道がありました。ご本人だけでなく本学にとっても名誉な事であり、

お祝いを申し上げます。皆様ぜひ受章作の香川あなぶきアリーナを訪ね、実物をご覧になって感想をお

知らせください。 

さて、ブラシュアップ研修会では先輩の貴重な体験等を、講師として若手会員に伝えていただく事で縦

の糸を紡いでおります。もちろんご自身のブラシュアップ研修の場として参加いただく事も歓迎いたします。

会の案内は同窓会ホームページに掲載しておりますので、参加連絡を含め下記 URL を参照ください。

http://meikyoshubi.com 

参加連絡は、同窓会事務局までメールかＦＡＸでも申し込みできます。 

名教就美会事務局： メールアドレス：doso-m@ynu.ac.jp  ＦＡＸ：045-339-3916 

（令和８年４月５日） 

 

 


